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THE  OGURA  TIMES�

平成28年年度度第2回定例例会が終了了しました。議案の⼀一部をご報告いたします。�
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港区と区議会をもっと⾝身近に�

平成28年年度度⼀一般会計補正予算�
�
⾼高輪輪三丁⽬目⽤用地の取得 　＋8億4,600万円（公共施設等整備基⾦金金繰⼊入⾦金金）�
⇨ 　認知症⾼高齢者グループホームと⼩小規模多機能型居宅宅介護施設の整備。�
�
これからの港区内における福祉施設等の需要に対応するために、積極的
な⽤用地取得をこれからも⾏行行っていくとのことです。�

⾼高輪輪三丁⽬目 　旧防衛庁⾼高輪輪官舎跡地�

平成28年年度度⼀一般会計補正予算�
�
⼩小児初期救急診療療事業 　+397.7万円（都⽀支出⾦金金）�
⇨ 　2016年年10⽉月から、愛育病院で夜間（午後7時〜～10時）に実施してい
る⼩小児初期救急診療療事業「みなと⼦子ども救急診療療室」を週3⽇日（⽉月⽔水⾦金金）
から週5⽇日（⽉月〜～⾦金金）に拡充する。�
�
昨年年11⽉月にみなと⼦子ども救急診療療室が開始されてから、利利⽤用は1⽇日平均3
⼈人程度度、0〜～4歳児が70%を占めています。�

昨年年度度から提案していた�
⼩小児救急拡充の必要性を理理解、
提案が採⽤用されました。�

港区⽴立立公園条例例の⼀一部を改正する条例例�
�
⇨ 　指定管理理者が実施することのできる業務に�
「公園の利利⽤用促進」を追加。�
�
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公園の活性化を図り多くの利利⽤用を促進し更更なる
にぎわいを創出する⽬目的です。�

⾮非難決議�
�
・バングラデシュにおけるテロ⾏行行為に対する⾮非難決議�
・フランス南部ニースにおけるテロ事件に対する⾮非難決議�
�
�
関係⾏行行政庁及び国へ提出される意⾒見見書�
�
・⾷食品ロス削減に向けての取り組みを進める意⾒見見書�
�
・現⾏行行奨学⾦金金制度度の拡充と給付型奨学⾦金金制度度の創設につい
ての意⾒見見書�
�
・東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤大会におい
て聖⽕火が国道246号線（⻘青⼭山通り）を通ることを求める要
望書�
�
（全議員⼀一致で採択されました）�



•  港区⿇麻布⼗十番出⾝身 　港区⽴立立東町⼩小学校卒�
•  ⽶米国サウスカロライナ⼤大学理理学部⽣生物学科卒�
•  バイオベンチャー・製薬企業において、リウマチ、
がん、線維筋痛症などの医薬品研究開発に従事�

•  平成27年年4⽉月の改選で初当選。1期⽬目スタート。�

⼩小倉りえこ 　プロフィール�

⼩小倉りえこ�
〒106-‐‑‒0047 　港区南⿇麻布1-‐‑‒4-‐‑‒21-‐‑‒601�
〒106-‐‑‒0045 　港区⿇麻布⼗十番1-‐‑‒8-‐‑‒7  三幸園ビル�
Tel/Fax  03-‐‑‒3455-‐‑‒6208�

http://ogura-‐‑‒rieko.com�

東京オリンピック・パラリンピック対策特別委員会�
保健福祉常任委員会（8⽉月より総務常任委員会、議会運営委員会）�

こんなことありました。�
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商店街の利利⽤用を推進・応援する取り組みが開始されました。�
本年年3⽉月の定例例会において、地元を⼤大切切に感じていただくための�
⼩小倉りえこからの提案を前向きに検討していただき、早くも4⽉月�
から暫定キャッチコピーを出した様々な展開が⾏行行われています。�
�
プレミアム付き港区内共通商品券販売情報を掲載した区広報誌、�
ちぃばす⾞車車内モニター、各総合⽀支所で発⾏行行される地域情報誌、�
商店街発⾏行行の印刷物、港区商店街イベント情報等、「買い物する�
なら地元の商店街で」と様々な媒体で商店街利利⽤用の呼びかけです。�
始まったばかりですが、これからの発展にも期待していきます。�

和歌⼭山市役所を訪問し、産業部・商業振興課から和歌⼭山市にお
ける商品券の取り扱いを含む産業振興の取り組みや、有休不不動産
を活⽤用したまちづくり等、和歌⼭山市ならではの課題解決のための
施策を学びました。�
�
市⺠民参加型の「キャッシュモブ」について、実施している有
志団体メンバーから説明を受けました。キャッシュモブとは、
SNSを通じて集まった集団が指定の商店を訪れて団体で買い物を
楽しむという、商店街の活性化と商店街認知度度の向上を⽬目指した
アメリカ発祥のプロジェクトです。地元の店舗を個⼈人消費ではな
く集団消費で応援し、今までにない新しいソーシャル・ネット
ワークを利利⽤用したショッピングとされ、⽇日本国内では今のところ
和歌⼭山市内のみで実施されています。�

東京都保健福祉局を訪問し、港区の医療療政策をより良良く進めてもらうため、
以下の6項⽬目の理理解と推進を依頼しました。�
�
1.  治験に関する共通情報の⼀一元発信�
2.  治験ネットワークの構築⽀支援�
3.  病床不不⾜足に伴う環境整備�
4.  在宅宅診療療が可能な環境整備�
5.  地域包括ケアシステムのためのICT推進�
6.  がん患者へのアピアランス⽀支援推進�
�
その中でも、治療療による髪や⽪皮膚等の外⾒見見への影響の⼤大きいがん患者へのアピ
アランス（外⾒見見）⽀支援については、⼩小倉りえこの都庁訪問の後に開催された港
区議会第2回定例例会で、武井区⻑⾧長施政⽅方針の中でも触れられました。�


